
栃木県茂木町 道の駅「もてぎ」

○ 柚子、エゴマ等の特産品を加工する「もてぎ手づくり工房」を整備し、「道の駅」を核とした６次産業化を推進。

○ 「道の駅」が、農産物の生産指導から全量買取、33種類のオリジナル商品を開発、販売まで実施。

○ 地域ならではの地場産品の提供、真岡鉄道のSLやサーキットなど地域の魅力へのアクセスポイントとして、地域センター機能と

ゲートウェイ機能を兼ねるにぎわいの核として定着。

○ 既往災害（昭和61年洪水）の教訓から、地域に根差した防災啓発のために茂木町防災館を備え防災井戸を設置。

「道の駅」が農家から柚子等を全

量買取、手作業で加工、オリジナ

ル商品（３３種類）を開発、販売

「道の駅」を核とした６次産業化

平成８年開駅

地域のにぎわいの拠点 地域の防災拠点
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道の駅「もてぎ」 利用客数の推移

〔百万人〕 東日本大震災

１．３倍

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

Ｈ
15

Ｈ
16

Ｈ
17

Ｈ
18

Ｈ
19

Ｈ
20

Ｈ
21

Ｈ
22

Ｈ
23

Ｈ
24

Ｈ
25

道の駅「もてぎ」 販売額の推移
東日本大震災

〔億円〕
１．３倍

創意工夫の取り組みで利用客数、

販売額は10年間で１．３倍に増加
防災力向上のための防災館を併設。

平時からの防災啓発に活用

ふるさと納税の推進

道の駅の商品をふるさと納税の

お礼として地域PRに活用

栃木県茂木町
人口 約１万４千人

面積 約１７０km2

年間利用者： 約144万人 販売額： 約7.2億円 雇用： 73名

道の駅「もてぎ」

国道123号（一体型）
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防災井戸防災啓発

茂木町防災館でのセミナー

交流イベント

朝どり野菜の直売

ふるさとギフトの企画

地域特産の柚子による加工品開発

道の駅ショップ（欅）で販売
道の駅でふるさと納税を推進


